立志式実施にかかる 新型コロナウイルス感染予防について　　
　　１．基本方針　　　　
　　　　・感染者を入場させないために、参加者に対して検温・体調確認をする。
　　　　・人と人との距離を一定以上に保つため、密を回避する。
・時間短縮に努める。
２．主催者が行うべき対策
【当日】
（１）受付
・受付スタッフはマスクを着用するなど感染対策を講じる。

・アルコール消毒液を設置し、手指消毒の励行を呼び掛ける。
・参加者全員に対し、マスク着用を求める。
（２）来場者の体調確認

　　・受付にて検温、体調確認等を行い、次に該当する人は参加を断ることとする。
(1)発熱、咳・のどの痛みの症状のある人、体調が優れない人
(2)コロナウイルス感染者との濃厚接触者
（３）式典
・講演会等を行う場合は演台に飛沫防止のシールドを設置する。
・複数の参加者が触れると考えられる設備、備品については、使用者が変わる度に消毒又は差し替えを行う。
　　　（４）記念撮影
・集合写真を撮影する場合は、直前までマスクを着用し、会話を控えてもらう。
（５）飲食
・飲食を伴う場合は、会場責任者に対して、テーブルには飛沫防止のシールドを設置するなどの感染予防対策を充分に講じるよう要請をする。
・飲食は着席スタイルとし、料理は個々に配膳する。
・アトラクションを行う際は、参加者と十分な間隔を保ち、内容に応じた対策を講じる。
【事前準備】
・案内文には参加する際の注意点（マスク着用、体調確認等）を記載する。
・主催者は、必要に応じて参加者の名簿を作成し、緊急連絡先を把握しておく。

・来賓については、会場の収容可能人数を考慮し、出席人数を見直す。
・保護者については、地域の実情に応じた対応とする。
・来賓あいさつは時間短縮を心掛ける。

【その他】
・会場となる施設等で定めるコロナウイルス感染予防策があれば、それを遵守する。
